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泌尿器科領域 におけ るpanipenem/betamipronの 臨床的検討

土田正義 ・熊崎 匠.下 田直威 ・原田 忠 ・木暮輝明 ・塚 田大星

秋田大学医学部泌尿器科*

Panipenem/betamipronは 注射 用 カルバ ペ ネム系抗 生物 質 で あ り,今 回泌尿 器科領 域感 染症

を対 象 と して,本 剤 の臨床 効果 お よび安 全性 につ いて検 討 した。 慢性 複雑 性尿 路感染 症7例 に

つ いて検討 した結 果,主 治 医判定 で は著効3例,有 効3例,不 明1例 で あ った。 また,UTI薬

効 評価 基準 に基づ いて判定 し得 た もの は3例 で あ り,著 効1例,有 効2例 で あっ た。 副作 用,

臨床検 査値 異常 につ いて は,全 くみ られ なか っ た。 よって,本 剤 は泌 尿器科 感染 症 に対 して,

有 効性,安 全性 の高 い薬剤 で あ るこ とが示 唆 され た。
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Panipenam/betamipron(PAPM/BP)は,三 共株

式 会 社 で 開 発 さ れ た 注 射 用 カ ル バ ペ ネ ム 抗 生 剤

panipenam(PAPM)と ア ミノ酸誘 導 体betamipron

(BP)の1:1配 合 剤 であ る。PAPMは,β-ラ ク タマ

ーゼ に安 定 で,好 気 性 な らびに嫌 気性 の グラム陽性,

陰性 菌 に広範 囲 な抗 菌 スペ ク トル を有す る。一方,BP

は 腎毒 性発 現 部位 へ の β-ラ ク タム剤 取 り込 み抑 制 作

用 を有 し,PAPMの 安全 性 を さらに高 め る作 用 を持 っ

てい る1)。

今 回,我 々は本剤 を泌尿器科 領域 感染 症患 者7例 に

投 与 し,そ の臨床 的効果 お よび安 全性 につ いて検 討 し

た。

1988年11月 か ら1989年10月 までに秋 田大学 医学部 付

属病 院泌 尿器科 を受 診 し,同 意 を得 られた7例 を対 象

と した。症 例 の内 訳は7例 全例 が複 雑性 尿路 感染症 で

あ った。 年齢 は69～78歳,性 別 は 男性6例,女 性1例

で あ った。投与 量 はPAPM/BP1回0.59/0.59を1日

2回,5日 間投 与 した。 全症例7例 につ い て主治 医判

定 を行 い,さ らにUTI薬 効評 価基 準2)に合 致 す る もの

につ いて は同基 準 に従 い判定 を行 った。

複雑 性尿 路感 染症7例 に対 す る主 治医 判定 の結 果は,

著効3例,有 効3例 で あっ た(Table1)。 残 りの1例

につ いて は,本 剤投 与2日 目に基礎 疾 患悪化 の ため手

術 を施 行 し,有 効 性 の判 定が不 可能 で あ った。 また,

UTI薬 効 評価 基 準 を用 い て判 定 し得 た症例 は3例 で

あ り,い ず れ も有 効 で あっ た。

細 菌 学 的 効 果 で は,投 与 前 分 離 菌 と し て

Acinetobactercal coaceticus(2株),Staphylococcus

epidemui跳(2株),Enterobacter cloacae(1株),

Enterobacter aerogpenes(1株),Staphylococcus

haemolyticus(1株),Enterococcus faecalis(1株),

Streptococcus agalactiae(1株)が 分 離 され た。 この う

ち菌 の消長 が確 認 で きた もの は,A.calcoaceticus(1

株),S.epidermidis(2株)で あ り,い ずれ も消失 し

た。 なお,投 与 後 出現 菌 は なか った。

安 全 性 につ いて は,臨 床 上 問題 とな る副作用 お よび

血液一般,生 化 学検査 値 の異常 は全 く認 め られ なか っ

た。

以上,慢 性複雑 性 尿路 感染症7例 につ い て本 剤 の臨

床 的検 討 を行 った結 果,不 明1例 を除 く全 例 につ いて

臨床効 果 は有効 以上 で あ り,ま た副 作用 ・臨床 検査値

異常 も発現 しなか った。 よって,本 剤 は泌尿 器科領 域

感 染症 に対 して有用 な注射 用抗 生剤 と考 え られ た。
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CLINICAL STUDY ON PANIPENEM/BETAMIPRON IN UROLOGY
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The clinical efficacy and safety of panipenem/betamipron (PAPM/BP), a carbapenem antibiotic
for injection, were studied in patients with urological infection. Of 7 patients with chronic compli-
cated urinary tract infection, clinical response according to assessment by physician in charge was
excellent in 3, good in 3 and unknown in 1. According to the Japanese UTI criteria for efficacy
evaluation, 3 cases were eligible for evaluation, and response was excellent in 1 and good in 2.
PAPM/BP was confirmed to be a high useful drug in the treatment of urological infections.


